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１０月１０日(火)３校時、不審者侵入を想定した「避難訓練」を実施しました。 

今から２２年前、２００１年６月８日、大阪府池田市にある小学校に不審者が侵入し、子どもたちや教

職員がおそわれて、亡くなられたり、大けがをされたりするという悲しい事件が起こりました。 

こんなことは絶対にあってはならないことですが、「まさか」というようなことが本当に起こる場合が

あります。いざという時のために、自分たちの命を守る方法を考えたり、訓練したりして、備えておくこ

とが必要です。 

当日の「避難訓練」では、美方警察署の警察官の方が不審者の役をしていただき、実技を交えた本番さ

ながらの訓練をすることができました。その時の様子を写真でご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「イカのおすし」で命を守る ～「避難訓練(不審者対応)」～ 

不審者役(警察の方)に対応 

し、子どもたちが避難するた

めの時間と､通報により警察

の方が来られるまでの時間

を稼ぐ教職員。この時間がと

ても長く感じました。 

１１０番通報後、パトカー１台到着！ 

無事に不審者確保！ 

子どもたちと教職員の命・

安全は守られました。 

不審者侵入！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P「『イカのおすし』‥ぜひ覚えておいてください。」 

P「不審者からの声かけが増えています。お家に帰る時に何回か振り向いてください。なぜかわかります

か？」 

C「後ろから不審者が来ていたらおそわれるかもしれないからです。」 

P「その通り。振り向くことで、自分は不審者に気を付けているよとアピールすることができるからで 

す。」 

P「これからも、先生やご家族のお話をよく聞いて、自分の身を守ってください。」 

C「はい。」 

 今日学んだことを、今後の生活に生かしてほしいと思いました。美方警察署の皆さん、ありがとうござ

いました。 

 

 

 

 １０月４日(水)６校時、５年生の外国語の学習で、担当の中村勝明先生とＡＬＴのシンディ先生に、

「ココ」という名のロボット犬を見せていただきまし

た。 

 「ココ」はなんと言葉が通じるのです。 

「ココ、おさんぽ。」と言うと、お散歩します。 

「ココ、おなら。」と言うと、「プーッ。」とおな

らをします。 

本物の犬のようにとてもかわいくて、ココが言葉に

反応するたびに、「ワハハッ‥。」と笑いに包まれ、み

んなの笑顔があふれていました。 

言葉が伝わる、言葉が通じるって、こんなに楽しいの

かと、改めて感じることができました。 

英語をしっかり学習し、いろんな人とつながり、コミ

ュニケーションできるようになるよう、これからもがん

ばってほしいと思いました。 

体育館へ避難完了後は、美方警察署の方の

「イカのおすし」のお話をお聴きしました。 

「イカのおすし」 

いかない 

のらない 

おおごえをだす 

すぐにげる 

しらせる 

かわいい！ ～５年「外国語の学習」で～ 


